
福島第一国際廃炉フォーラムに共同参加 

 

2019 年 8 月 4 日(日) 

セリングビジョン株式会社 

 

当社は本日、株式会社日本遮蔽技研（福島県郡山市)と共同で  

原子力損害賠償・廃炉等支援機構（NDF）主催の第 4 回福島第一廃炉国際フォーラ

ムに参加し、水中/水上ロボット等の実機展示をいたしました。日本遮蔽技研の開発

した各種ロボットを当社はマーケティング、販売の役割を演じております。同社平山様

と弊社岡部は磯崎仁彦経済産業副大臣にご説明したりＮＤＦや原子力規制庁、東京

電力グループ会社、そして英国、仏国、米国など各国からの専門家のご質問にお答

えするなど有識者にご関心を持っていただき幸いでした。これら福島県発のロボット

技術が福島第一原子力発電所を始め全国の廃炉に、福島発ロボットとしてお役にた

てればありがたく思います。 

フォーラムは、当社が加入する冨岡町商工会の富岡町文化交流センター 学びの森

（福島県富岡町）で開催されました。 

「狭隘部分を探索する水中ロボット」と「カメラを駆使したアナログメーターのデジタル

変換装置」の実機展示をしました。ポスターは下記の通りです。 

 

なお夕方のホテル蓬人館冨岡での懇親会では出展者もご招待いただき、主催者や

経済産業省の皆様方を始め、冨岡町宮本皓一町長からも激励をいただき光栄でし

た。  



 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（実機とポスターを展示した会場） 



 

（磯崎仁彦経済産業副大臣にご挨拶） 

 

 

 

下記は、主催者のホームページのご案内抜粋です。 

原子力損害賠償・廃炉等支援機構（NDF）主催 

第 4 回福島第一廃炉国際フォーラムについて 



福島第一原子力発電所の廃炉を着実に進めていくためには、国内外に対して

正確性と透明性をもった適時適切な情報発信に努めるとともに、地元住民の

皆様との丁寧なコミュニケーションの継続が重要であり、対話を重ねることに

よって相互の共通理解を得る必要があります。併せて国内外の専門家が廃炉

の最新の進捗、技術的成果を広く共有するため、第 1 回～第 3 回に引き続

き、第 4 回福島第一廃炉国際フォーラムを開催します。 

 

開催概要 

名称 第 4 回福島第一廃炉国際フ

ォーラム 

日程・場所 2019 年 8 月 4 日(日)  

富岡町文化交流セン

ター 学びの森（福島

県富岡町） 

2019 年 8 月 5 日(月)  

いわき芸術文化交流

館アリオス（福島県い

わき市） 

言語 日本語・英語 

主催 原子力損害賠償・廃炉等支

援機構（NDF） 



協力機関 日本原子力研究開発機構

（JAEA）、国際廃炉研究開発

機構（IRID）、駐日英国大使

館、駐日仏国大使館、駐日

米国大使館、東京電力ホー

ルディングス（TEPCO） 

後援機関 内閣府、復興庁、外務省、財

務省、文部科学省、厚生労

働省、農林水産省、経済産

業省、国土交通省、環境省、

福島県、富岡町、いわき市、

田村市、南相馬市、川俣町、

広野町、楢葉町、川内村、大

熊町、双葉町、浪江町、葛尾

村、飯舘村、福島大学、福島

工業高等専門学校、福島民

報社、福島民友新聞社、日

本原子力学会、日本原子力

産業協会 

組織委員 

(2019 年 7 月) 

アルファベット順 

フランス原子力・代替エネル

ギー庁 長官付技術顧問 

V. ゴルグ 

技術研究組合 国際廃炉研

究開発機構 理事長 

石橋 英雄 

国立大学法人 福島大学 

副学長 

伊藤 宏 



国立研究開発法人 日本原

子力研究開発機構 理事長 

児玉 敏雄 

原子力発電環境整備機構 

理事長(委員長) 

近藤 駿介 

経済協力開発機構 原子力

機関 事務局長 

W. D. マグウッド Ⅳ 

一般社団法人 日本原子力

学会 会長 

岡嶋 成晃 

東京大学 教授 

岡本 孝司 

東京電力ホールディングス株

式会社 福島第一廃炉推進

カンパニー プレジデント 

小野 明 

英国原子力廃止措置機関 

総裁 

D.ピーティー 

一般社団法人 日本原子力

産業協会 理事長 

高橋 明男 



福島県原子力対策監 

角山 茂章 

ケンブリッジ大学 工学部 

客員教授 

M.ウェイトマン 

米国エネルギー省科学担当

次官付環境管理担当シニア

アドバイザー 

W. I. ホワイト 

独立行政法人国立高等専門

学校機構 福島工業高等専

門学校 校長 

山下 治 

 

 


